
































「道徳情操論』 (TheTheoryofMoralSentiments, 1759) と『国富論』
(AnlnquiryintothenatureandcausesoftheWealthofNatiOns, 1776)
のみを公刊し， その他の多くの草稿を彼の死ぬ前に焼却したアダム・スミ




l) ThePrincipleswcichLEadandDircct PhilOsophical Enquiries¥ Illust-
ratedby theHistoryofAstrcnomy.
2) ThePrincipleswhiChLead andDirect PhilosophiCal EnqUiri"; IIIus
l"tedby lheHistDTyDI theAncientphySics,
3) ThePrinciPleSWhicl, LeadandDirect PhilosDphicaI EnquiriEs; ll lus(-
rated l)y theHistoryo{ theA[,cientLogicsandMetaphysics.
（1) Of theNatureDf that Imitationwhichtakeplace inWhatarecal led thf
ImitaliveAr齢．
























6) Of theAffinitybetweenEnglishand ltalianVEres.
7) OftheExternalSenses.




9) J.A. Schumpeter,HislorycIEconomiCAnalySiS,NEwYOrk, 1954, p. 182.
10) TheCorrespondenceofAdamSmith, editedbyMcssnerandRoss,Cla-




























l1) A,Smith, An lnquiry into theNatureandCausEsof theWealthof











































































した」J.Rae.The lifeofAdamSmith. 1895.ReprintNewYork P- 54大
内兵衛・大内節子訳『アダ'ム・スミス伝』。岩波書店, 1972年, 68頁。なおス
ミス「文学・修辞学」についての講義内容はロージアンによって発見された。
Leckures onRhetoricandBeilesLettres, Delivered in theUniversityof
GlasgowhyAdamSmith,Reportedbyastudent inl762～63,Editedwith
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て，道徳あるいは自然哲学等々のあらゆる学問に用いても，前者の方法よ






































































20) A.Smith, TheTheory ofMoral Sentiments, Clarendon Press. 1976
（以下T.M.S､と略記する) P.87米林富男訳『道徳情操論」 （上）未来社205
頁。
21) T.M~S. p.316邦訳（下) 662頁。




























































































































































































































































in lhewOrksOfAdamSmith,LL-D，'ol ~5, (RePrint) p~13~邦訳は米林
富雄訳「道徳情操論jに収録。 （下） 746～747頁。
{H) E.P.S,p. 104




























































































46) T~M.S. p.314邦訳（下) 653～654頁。
47) cf.T.D.Campbell,AbamSmith'sScience ofMorals, Londcn l971,
pp. 34～39
－81－ 19
アダム・ ミススの「天文学史」と「道徳哲学」について
このような意味において「天文学史」におけるニュートン体系ば，すべ
ての諸条件を満たしており， したがって「かつて人類によってなされた最
大の発見，つまり，われわれがその現実性を毎日経験しているひとつの根
本的事実によってすべてが密接に結合されている， もっとも重要で崇高な
真理の巨大な連鎖の発見48)」としてスミスによって称賛されたのである。
彼はこのようなニュートン体系を自己の学問体系のモデルとして採用し，
このモデルをもって「道徳哲学」を考察しようとしたのであった。いわば
ニュートン天文学体系の論理構造を「道徳哲学」に適用しようとしたので
あった。スミス自身がいみじくもいう「アナロジー(analogy)」の論理が
｢あらゆる事物の転回のかなめ(hinge)ｲ9〕」となるのであった。
周知のように医者であるケネー(F.Quesnay)鱗ウィリアム・ハーヴェ
-(WilliamHarvey)の発見した血液循環の理説を経済社会に適用して
図式化したのが「経済表」であるといわれている50)。
それではニュートン体系を自己の学問のモデルとするスミスばどのよう
にそれを「道徳哲学」に適用したのであろうか。 （未完）
本稿校正中に恩師筒井徹先生が逝去されました。本稿は先生が病気擬餐中に御指
導して下さったものです。
慎んで哀悼の意を表します。
E.P.S. p. 105
E.P.S. p.47
坂田太郎訳（解説） 「ケネー経済表」春秋社1956年45～46頁参照。
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